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読書会
12/10（火）
12/24（火）

13時半

写経会
1/5（日）
13時半

●師走に入りました。いつも通りに過ごせば良いのに、TVに映る巷の賑やかな人の声や、イ

ルミネーション、クリスマスや正月準備の姿に、なぜか心がせかされてしまいます。去る年、

来る年を家で落ち着いて過ごせば良いものを、なぜか心は冬の寒い戸外に向いていきます。

●芭蕉は「何を好んで、師走で大賑わいの街に行こうとしているのだカラスよ」と句に詠ん

でいます。慌ただしい師走の街にわざわざ出かけていくカラスの姿をとがめているように見

える句ですが、恐らく芭蕉の羨望が現れている句なのでしょう。世俗を断ち切り俳諧の世界

に生きる芭蕉が、自分もあのカラスのように世俗の賑わいの中に身をさらしてみたいと思っ

た瞬間の句なのだと思います。活気溢れる師走の街に躊躇なく飛んでいくカラスの姿を羨ま

しく思う一方、自分は俳諧の道に全てを捧げているんだという彼の覚悟も垣間見える句です。

●師走はやり残したことをかたづけなければと切羽詰まったような気分になり、時間も気持

も余裕がなくなってしまうから、慌ただしく感じるのでしょう。が、やり残したことを次の

年に繰り越しても全く影響も悔いもないこともまた、私は経験的に知ることにもなりました。

●平安中期の歌人平兼盛は「数えてみると、自分に積もり重なる年月なのに、どうして、一

年の送り迎えに慌ただしくしているのだろう。年を越すのには何も急ぐ必要はないのに」と

詠んでいます。私は芭蕉と兼盛の双方の気持ちに充分共感できます。2年前の師走は術後の養

生で一日中ベットで過ごしましたが、それでも年は暮れ新年を迎えました。そして今、カラ

スに羨望を覚えつつ「何も急ぐ必要はないのに」と呟きながら、変わらぬ66回目の師走を過

ごしています。
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何にこの師走の市に行く烏 芭蕉

数ふればわが身につもる年月を
送り迎ふと何いそぐらん平兼盛



狂言綺語…顕界と冥界
1年中で最も人が亡くなる季節は冬であることはデータが示しているので疑いようがないのですが、私の
感覚からすると10月11月の秋に人が亡くなることが多いように感じます。たまたま私の親しい人や知り合い
がこの季節に亡くなられているのでそう感じるのかも知れません。暑さと寒さは健康と密接に関わっている
でしょうから、夏と冬の気候を極端に行きつ戻りつする最近の秋は、人の健康にも大きな負荷を与えている
ことは間違いないでしょう。ここ30年近く風邪一つ引いたことのないすこぶる健康体だった私が、突如大動
脈解離で地獄の入口をのぞき込んだのも2年前の11月でした。11月は私にとって生死不二を知る月なのです。
ついこの間も親しい方が救急車で病院に搬送され一週間後に亡くなられ、私は琉游舎で葬儀の導師をつと
めることになりました。私は檀家を持つ伝統的な寺の住職ではないので、自ら進んで導師を名乗り出ること
はありませんし、殊更に先祖供養の法要を呼び掛けることもありません。私が導師を務めるときは、残され
た方が亡くなられた方をどのように送っていけばよいか分からない、あるいは迷われている場合です。死者
を見送る行為を通夜や葬儀を儀式として執り行うだけであれば私の出番はありません。生者と死者の間に立
ち二者の間を行きつ戻りつしながら、互いの心と体の迷いと乱れを安心へと導くことが私の役割なのです。
導師は死者に法名（戒名）を授与し、引導を渡します。引導は顕界（現世）から冥界（来世）への橋渡し
です。現世の姿を引導教訣にしたためあの世に引き渡す役割です。戒名は冥界でお釈迦さまの下、仏の道を
歩み続けるための名前です。導師である僧侶は、顕界と冥界の間にあって死者が安心してあの世に赴くこと
ができるよう引導教訣を読み上げます。これは亡くなられた方が冥界でお釈迦さまを初めとした死者たちに
温かく迎えられ、安心して暮らしていくことを、現世の生者が確信するとともに、死者も現世に心を残すこ
となく安心して冥界に旅立つことが出来るための言葉です。導師は生者と死者の間に立って顕界と冥界を繋
ぐ者です。ですから導師は引導の場では二つの間を行きつ戻りつしながら残された人（生者）には死者の永
遠のいのちを繋ぎ、冥界に旅立つ人（死者）には現世にあなたの永遠のいのちが繋げられた安心を与えなけ
ればなりません。私は今までいくつかの導師をつとめ、このことを強く自覚するようになりました。
顕界は私たちの生きている娑婆世界、生者だけが見ることのできる世界です。一方冥界は生者には見るこ
とのできない死者の世界です。その世界を死者は見ることができているのかどうかを顕界に生きる私たちは
知ることが出来ません。しかし導師をつとめる僧侶はその二つの世界を繋ぐ役割ですから顕界にとどまって
いるばかりでは、死者を冥界に導くことはできません。見えない世界をどう観るか、どう観ようとするか、
それが僧侶に与えられた役なのです。そして生者には見えない冥界を観て、それを生者に示して生者が安心
して死者を冥界に送り届けられるように導く者が僧侶です。悲しみに心が乱れ、胸が引きちぎられそうに
なっている生者が冥界での死者の安穏を信じることが出来た時、死者は永遠のいのちとなって生者の中に生
き続けることとなり、死者の心に寄り添い、死者のいのちを生者のいのちの中に生かそうとの気持ちを生者
が持つようになったとき、死者は安心して死出の旅へと赴くことができるようになるのです。これが私たち
生者が葬儀を行い死者を弔うことです。導師を仲立ちとして死者と生者がひとつになる生死不二の瞬間です。
伝統的な仏教は冥界を三途の川や閻魔大王や極楽浄土の風景や仏の姿を描くことで可視化し見えるように
努力をしてきました。寺院がきらびやかに荘厳され装飾されているのは、経に書かれている仏が観る極楽を、
僧侶たちが顕界に可視化したものと考えればよいでしょう。しかしそれらはすべての事象を科学的に解明で
きると考える合理主義の考えの中では荒唐無稽に見えてしまうことは致し方ないことです。形骸化した寺院
の極楽の中でも、形式と段取りで進行する葬儀場の中でも、合理的な考えを身に着けた現代の僧侶たちは、
単なる儀式執行者の立場にならざるを得なくなってしまいました。現代の仏教が葬式仏教と揶揄されても致
し方ありません。その根本原因は僧侶が顕界と冥界の橋渡し役であるとの立場を忘れたことにあります。顕
界に安住して冥界を行き来する心身の労苦を厭うようになったからでしょう。経に書いてある通りに、や宗
門が語る冥界を盲信して自分で冥界を観ようとしないからです。自ら冥界に立とうとしないからです。生者
や死者がどのような冥界を望んでいるか、どのように弔えば双方が安心できるかを知ろうとしないからです。
私が引導を渡すとき必ず引用する日蓮聖人の言葉があります。「日蓮は日本第一の法華経の行者なり。日
蓮が弟子檀那等の中に日蓮よりのちに来り候らはば、梵天帝釈四天王閻魔法皇の御前にても日本第一の法華
経の行者日蓮坊が弟子檀那なりと名乗うて通り給うべし。この法華経は三途の河にては船となり、死出の山
にては大白牛車となり、冥途にては灯となり、霊山へ参る橋なり。霊山へましまして艮(うしとら)の廊（わ
たりどの）にて尋ねさせ給え。必ず、日蓮は待ち奉るべく候（波木井殿御書）」日蓮聖人が冥界にもし先に
至っていれば、必ず霊山浄土の艮の廊でお迎えしますと、顕界で弟子旦那に語った言葉です。顕界で語った
この言葉は冥界での約束です。この約束の言葉こそ「信」です。約束に向かって法華経の行者となり日々仏
の道を歩むことが「行」です。ならば冥界にてこの約束は必ず果たされるとの確信がここにはあります。こ
れが顕界と冥界を行き来し、その橋渡し役となるお釈迦様の弟子の顕界から冥界へのはなむけの言葉です。
私は未だ、日蓮聖人の言葉を引導文で語っています。この言葉と同じ信行に裏付けられた、現代のはなむ
けの言葉を私はまだ語る術を持ちません。どのような新しい言葉や語り口で語っても、「信」がなければ冥
界への安心はあり得ないでしょう。ましてその言葉に「行」がなければなおさらです。言葉に信を与えるた
めに行があるならば、顕界と冥界を行き来し生死不二の安心を示し続けることが僧侶の役割なのでしょう。


